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地域住民によるモニタリング調査のジオパークへの活用：桜浜の地形変化

Practical applications in the Tosashimizu Geopark Plan of site

monitoring by local residents: Landform change of Sakurahama Beach
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　ジオパーク内のサイトを適切に管理するには，サイトのモニタリングを実施し，変化の実態を把握すること

が重要である．しかし，土佐清水ジオパーク構想におけるモニタリングは，ジオパーク推進室が主体となって

おり，様々な関係者と協働しやすいという利点がある反面，調査期間や頻度が十分でない.そのため，サイトの

科学的な評価が困難な状況となっている．そこで，地域住民の写真や手記といった記録をモニタリング資料と

して扱うことで情報の補填を試みた．なお，地域住民がジオパーク活動に関わる以前から独自に蓄積していた

記録について学術的な評価を与え，地域住民に還元することは，サイトの学術的価値やモニタリングの重要性

を認識してもらう上で効果的であり，またジオパーク専門員の重要な役割でもある． 

　本発表で対象とした桜浜は，土佐清水市の中央部に竜串湾の湾奥部に位置するポケットビーチである．江戸

時代から風光明媚な名所として知られている砂浜だが，近隣住民からは砂浜面積の縮小や礫の増加，打ちあが

る貝殻の種類の変化などが指摘されている．砂浜海岸は人間の活動や環境変動による影響を受けやすいとされ

る．また，産卵場や幼生の生育場などとして一時的に砂浜海岸を利用する生物も多く，綿密なモニタリングを

おこなう意義は大きい．筆者の1人である平野はほぼ毎日，桜浜の同じ地点で写真を撮影し，整理してい

た．その中には，台風前後の地形および粒度変化の様子や，孵化したアカウミガメの幼体などが収められてい

る．本発表ではこれら写真を解析した結果と，今後の展望について議論する．
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